















Town Planning Utilizing Local Resources in the Historical Brick Buildings 































る。さまざまな企画 ・催し物に参加し、見学会などにも可能ならば同行することと したO 特に






























市街地を平成13年8月2日 （木）と翌3日 （金）さらに同月 5日 （日）の3日間に実施した。
そして佐世保市内ではあるが中心市街地からは離れた西方向の五島灘に浮かぶ黒島に建つ黒島
教会堂は、相浦港から出向して往復するのにl日かかるため4日 （土）をあてた。また平戸市

























られているが赤煉瓦の建築物で、現在は軍事郵便局 （ミリタリ ・ー ポスタル ・サービス） とし
て改装 ・使用されている。左側の煉瓦造建築は110号という元来は倉庫（同37年竣工）で、今





136 水野 ：長崎県佐世保市の歴史的煉瓦造建築物をいかしたまちづく り活動


























遠方から西1号 （鉄骨煉瓦造ハーフ・テインパー） ・西3号（鉄骨煉瓦造2階建て） ・西4号
（煉瓦造軒蛇腹2棟連続） ・西5号（煉瓦造M型屋根2棟連続）と変化に富む一帯である。建築
年が全て大正13年とされているが、年代調査に関しては今後の課題としたい。
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面一 （つらいち・面が一致する・揃うこと）になるよ う外壁を納めている。やはり Iビームを
用いてキング ・ポス ト・ト ラスを構成する切妻屋根、開口部は水平の迫持 （せりもち）つま り
陸迫（ろくぜり）で支えている点などから、ほほ昭和初期の建築であろうと判断される。
142 水野 ：長崎県佐世保市の歴史的煉瓦造建築物をいかしたまちづく り活動
その“見張り台”の下に位置する “倉庫”は赤色煉瓦 （228×110×60mm、オランダ積、 縦
目地9mm、横目地lOmm）の鉄骨煉瓦造、真東Iビ ムー ・陸梁と合掌がアングルで組まれた
トラス切妻屋根である。 開口部は要石（キ ・ー スト ンー）だけ軟石（ぞうも く）を配した陸迫
煉瓦扶（ア チー）で、 主出入口の下端（したば・鴨居部分）は溝型鋼 （チャンネル）で支えて
いる。また蓄積窓 （ローズ・ウインドー）風の丸窓もデザインされている。 この棟も、 おそら
く昭和の建築物であろう。
5.平戸と周辺の煉瓦建築
佐世保市域から出て北方向へ移る。写真一17、田平カ トリ ック教会堂 （南田平教会）は長崎
県北松浦郡田平町小手田にある赤煉瓦のキリスト教会建築である。鉄川与助（1879～1976）の
設計で、 大正7年に竣工した。鉄川は長崎県を中心として佐賀 ・福岡 ・熊本・ 宮崎県におい
て、30か所以上のカトリ ック教会堂建築を手がけた5）。田平カトリ ック教会堂は地元の人々に
よって、良好な姿で守られてきた。

























写真一20 雪の聖母聖堂内部身廊と側廊 ??? ?
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